
 

仏教および真宗の人間像・人間観に関する基礎的研究 
 

冨 島 信 海 ・ 遠 山 信 証  

はじめに 

戦後80年を迎えた2025年、浄土真宗本願寺派は、「平和に関する論点整理（戦
後80年版）」（『宗報』2025年３月号）を公表し、７つの平和貢献策を提示した。
そのうち、④「人間像の点検～互いの「いのち」を尊重し、支え合う～」では、「仏
教や真宗の教えに基づいて人間とは何者であるかを理解し、ともに「いのち」を尊
重できる社会を実現する」ことを目標として掲げ、その具体策として、真宗の世界
観や人間観に関する研究、ジェンダー問題など、現代の諸課題に即した研究および
実践を挙げている。 
そこで本研究では、仏教および真宗の人間像・人間観として、近代以降に形成さ

れてきた人間の規範（モデル）や教化団体の動向、教理・思想としての人間理解に
関する研究資料を収集・整理するとともに、主要な研究内容と研究動向を概観する
ことを目的とする。 
まず、「１．仏教および真宗の人間像に関する研究」では、仏教婦人会・仏教青

年会・仏教少年会などの戦前・戦時下の教化団体による奉公活動が、1996（平成
８）年に公表された「「戦後問題」検討委員会答申」において、教団の具体的戦争
協力および教団の今日的課題の一つとして取り上げられていることを確認した。続
いて、仏教婦人・女性、仏教青年、仏教少年・少女に関する主要な研究を取り上げ
てその内容を概観し、あわせて関連する研究書籍・論文の目録を掲載した。 
次に、「２．仏教および真宗の人間観に関する研究」では、1960年代以降、「人

間観」を主題とする学術雑誌や論文集などを通して、仏教および真宗の人間観に関
する研究成果が多様に蓄積されてきたことを確認した。そのうえで、戦後50
（1995）年以降の仏教および真宗の人間観に関する主要な研究を取り上げてその内
容を概観し、あわせて同時期の関連する研究書籍・論文の目録を掲載した。 
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なお、それぞれの研究に関する文献目録（2025年12月時点）の作成にあたって
は、国立国会図書館サーチ（NDL サーチ、https://ndlsearch.ndl.go.jp/）、CiNii 　
Research（国立情報学研究所、https://cir.nii.ac.jp/）、INBUDS（日本印度学仏教学
会データベースセンター・インド学仏教学論文データベース、https://www.inbuds.　
net/）などを活用し、おおむね戦後50（1995）年以降の研究書籍・論文を中心に
掲載した。各項目の構成においては、研究史の展開や論点が見渡せるよう、キーワ
ードを設定し、網羅的かつ体系的な整理に努めた。 

１．仏教および真宗の人間像に関する研究 

1995（平成７）年に本願寺で修行された終戦50周年全戦没者総追悼法要をうけ
て、同年に設置された「戦後問題」検討委員会は、翌1996（平成８）年に「「戦後
問題」検討委員会答申」を公表した。「答申」では、本願寺教団が戦争に協力した
実態（10項目）や、今日的課題（８項目）が明らかにされ、そのなか、戦時の教
化団体による奉公活動とその課題について、次のように記されている。 
 
【教団の具体的戦争協力について】 

第４に、仏教婦人会・仏教青年会・仏教少年会など教化団体が、戦時奉公
活動を担った。 

【教団の今日的課題について】 
第５に、仏教婦人会・仏教青年会などの活動内容、そこでの「国体」護
持・奉公を尊んだ「画一的な人間像」が、敗戦後においても継承されてい
るのかどうかを検証し、現代の平和と人権に関わる多様な女性・青年・少
年少女などの課題を関係機関が協議すべきである。 
（「「戦後問題」検討委員会答申」『ブックレット基幹運動No.10　平和
シリーズ２　写真に見る戦争と私たちの教団～平和を願って～』54
～57頁、2000年、本願寺出版社） 

 
近年、明治期以降における仏教・真宗関係の「婦人」・「女性」・「青年」・「少年」

「少女」に関する多くの資料や論考が発表されている。本節では、上記の記述に着
目し、近代以降の「婦人」・「女性」・「青年」・「少年」「少女」に関わる組織や教化
団体の動向を知ることのできる研究資料を収集・整理した。 
まず、次の五書をてがかりに、研究の現況を概観する。 
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　①大谷栄一・菊地暁・永岡崇（編著）『日本宗教史のキーワード―近代主義を超
えて―』（慶應義塾大学出版会、2018年） 

　②大谷栄一・吉永進一・近藤俊太郎（編）『増補改訂近代仏教スタディーズ―仏
教からみたもうひとつの近代―』（法藏館、2023年） 

　③本願寺史料研究所（編）『増補改訂 本願寺史』第３巻（本願寺出版社、2019
年） 

　④本願寺史料研究所（編）『増補改訂 本願寺史』第４巻（本願寺出版社、2025
年） 

　⑤浄土真宗本願寺派少年連盟日曜学校沿革史編纂委員会（編）『日曜学校沿革史
―本願寺派少年教化の歩み―』（浄土真宗本願寺派少年連盟、2008年） 
 
①は、日本宗教史研究の中で、これまであまり取り上げられてこなかったテー

マ・キーワードについて紹介した書である。冒頭の座談会「日本宗教史像の再構築
に向けて」では、南山宗教文化研究所発行 Japanese Journal of Religious 
Studies,Vol.44,No.1（2017）の特集号「Gendering Religious Practices in Japan」
（川橋範子・小林奈央子（編））、川橋範子『妻帯仏教の民俗誌―ジェンダー宗教学
からのアプローチ―』（人文書院、2012年）が紹介され、女性・ジェンダーは重要
な視点であるにもかかわらず、きちんと扱われてこなかったことが指摘されてい
る。また、小林奈央子「女人禁制」（③エージェント――担い手、202頁）では、
現代において「女人禁制」が継承される事例が紹介され、日本の宗教教団における
問題性や、ジェンダー視点の重要性が説かれている。 
②は、近代社会に影響を与えた「近代仏教」の歴史と周辺を描いた入門書であ

る。第３章「よくわかる近代仏教の世界」に「仏教と女子教育」（第８節「新たな
研究領域を探求する」６、170頁）、第４章「近代仏教ナビゲーション」に「女性
仏教者――信仰に生きた姿」（第１節「初心者のための人脈相関図」12、233頁）、
「近代仏教とジェンダー――女性と家庭」（第２節「初心者のためのブックガイド」
17、273頁）が取り上げられている。「近代仏教とジェンダー」において、碧海寿
広氏は、「文化や社会によって異なる男女観や性差別の問題について考えるジェン
ダーの視点は、近代の日本仏教を論じるうえでも欠かせない」（273頁）と述べて
いる。 
③は、幕末維新期から昭和初期までの本願寺教団の歴史を概説した書である。第

４章「近代布教制度の展開」において、「仏教婦人会・仏教青年会の成立」（337
頁）および「日曜学校の成立」（357頁）について記されている。 
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④は、③の続巻で、1933（昭和８）年頃から2000（平成12）年までの本願寺
教団の歴史が概説された書である。第１章「戦時期本願寺のあゆみ」において、
「仏教婦人会・仏教青年会・日曜学校」、第５章「布教制度と教化団体」において、
「仏教婦人会総連盟」、「仏教青年連盟」、「日曜学校・少年連盟」「スカウト指導者
会」「仏教壮年会連盟」の戦後の動向が記されている。 
⑤は、本願寺派における仏教少年教化の歴史をまとめた書である。「発刊によせ
て」（杉山雲来）には、 
この「沿革史」には、私ども宗門における「負の遺産」とも言うべき事項につ
いても、それをごまかすことなく点検し、今後の少年教化に誤りなきを期した
いという編纂所期の願いから、戦時下における子どもたちあるいは日曜学校を
取り巻く状況について、この度の宗令の「依用しない」というのに該当するも
のが数点掲載されております。……                                                        （ⅱ頁） 

と記され、戦時下における宗門の少年教化の歩みを批判的に点検し、今後の少年教
化のあり方を正していこうとする編集方針が示されている。同書は、「第１部 黎明
期（明治～戦時中）」「第２部 日曜学校運動の再出発（戦後～昭和50年頃）」「第３
部 新たな歩みへ（昭和五十年頃～）」の３部で構成されており、とりわけ第１部第
３章「戦時体制下の日曜学校」では、戦時下における日曜学校の活動実態や少年・
少女の教化について明らかにされている。 
 
以下、仏教婦人・女性、仏教青年、仏教少年・少女に関する研究書籍・論文の目
録を掲載する。 
 

《仏教婦人・女性（資料・専門書）》 
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著者・編者 

千葉乗隆（編） 
 

近代女性文化史研究
会（編） 

小山静子 

中西直樹 

中村生雄 

川橋範子 
 

書名 

仏教婦人会百五十年史 
 

婦人雑誌の夜明け 
 

家庭の生成と女性の国民化 

日本近代の仏教女子教育 

肉食妻帯考―日本仏教の発生― 

妻帯仏教の民族誌―ジェンダー宗教学からの
アプローチ― 

出版社 

仏教婦人会
総連盟 

大空社 
 

勁草書房 

法藏館 

青土社 

人文書院 
 

発行年 

1982 
 

1989 
 

1999 

2000 

2011 

2012 
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岩田真美・中西直樹
（編） 
 

那須英勝・本多彩・
碧海寿広（編） 

丹羽宣子 
 

岩田真美・中西直樹
（編） 

中西直樹 
 
 

鈴木正崇 
 

鈴木正崇

仏教婦人雑誌の創刊（龍谷大学仏教文化研究
叢書36［シリーズ］近代日本の仏教ジャー
ナリズム第２巻） 

現代日本の仏教と女性―文化の越境とジェン
ダー―（龍谷大学アジア仏教文化研究叢書８） 

〈僧侶らしさ〉と〈女性らしさ〉の宗教社会
学―日蓮宗女性僧侶の事例から― 

近代真宗「女性教化」資料集成 編集復刻版
（全10巻） 

真宗女性教化雑誌の諸相（龍谷大学ジェンダ
ーと宗教研究叢書１［シリーズ］近代日本の
仏教ジャーナリズム第３巻） 

女人禁制の人類学―相撲・穢れ・ジェンダ
ー― 

女人禁制

法藏館 
 
 

法藏館 
 

晃洋書房 
 

三人社 
 

法藏館 
 
 

法藏館 
 

講談社学術
文庫

2019 
 
 

2019 
 

2019 
 

2020 
 

2021 
 
 

2021 
 

2022 

著者 

千葉乗隆 
 

赤松徹真 
 
 

石月静恵 
 
 

佐賀枝夏文 
 

福島栄寿 
 
 

川並宏子 
 

碧海寿広 
 

論文名 

仏教における女性組織の近代
化―婦人教会の設立運動― 

近代天皇制下の西本願寺教団
と「婦人教会」・「女子教育」
論 

近代日本の仏教婦人会につい
て―岐阜県に関する史料紹介
を中心に― 

大谷派婦人法話会編『婦徳』
総目次 

仏教婦人雑誌『家庭』にみる
「家庭」と「女性」―「精神
主義」のジェンダー― 

Ⅰジェンダーから見る宗教―
１仏教― 

近代仏教とジェンダー―女性
信徒の内面を読む― 

頁 

23-44 
 

479-496 
 
 

117-129 
 
 

99-172 
 

170-221 
 
 

22-36 
 

150-176 
 

発行年 

1982 
 

1992 
 
 

2000 
 
 

2001 
 

2003 
 
 

2007 
 

2014 
 

掲載誌・巻号 

龍谷大学論集421 
 

龍谷史壇99 
 
 

桜花学園大学研究紀要２ 
 
 

真宗総合研究所紀要20 
 

思想史としての「精神主
義」（日本仏教史研究叢
書） 

ジェンダーで学ぶ宗教学 
 

近代仏教のなかの真宗―
近角常観と求道者たち―

《仏教婦人・女性（論文ほか）》
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リ チ ャ ー
ド・ジャフ
ィ、前川健
一（訳） 

中西直樹 
 

中西直樹 
 
 

中西直樹 
 
 
 

中西直樹 
 
 

中西直樹

 

限りなく在家に近い出家 
 
 
 

近代仏教婦人会の興起とその
歴史的意義 

女性教誨師の任用とその実情
―近代本願寺派に見る女性教
化者の系譜（１）― 

女性教化者「女教士」の任用
と養成機関の変遷―近代本願
寺派に見る女性教化者の系譜
（２）― 

女性僧侶の登場とその背景―
近代本願寺派に見る女性教化
者の系譜（３）― 

〈真宗連合学会第69回大会記
念講演〉近代真宗「女性教
化」の諸相（特別付録展示）
の解説 

 

366-385 
 
 
 

50-65 
 

61-82 
 
 

27-56 
 
 
 

55-71 
 
 

343-366

 

2014 
 
 
 

2017 
 

2020 
 
 

2020 
 
 
 

2021 
 
 

2024

（日本仏教史研究叢書） 

ブッダの変貌―交錯する
近代仏教―（日文研叢
書） 
 

龍谷大学仏教文化研究所
紀要56 

仏教史研究58 
 
 

龍谷大学論集496 
 
 
 

人間・科学・宗教総合研
究センター研究紀要１ 
 

真宗研究68 
 

《仏教青年（書籍）》

著者・編者 

浄土真宗本願寺派保育連
盟保育資料500号記念誌
編集実行委員会（編） 

早稲田大学仏教青年会久
遠編集部（編） 

東京大学仏教青年会（編） 
 

中西直樹（編） 
 

中西直樹（編） 
 

中西直樹 他（編） 

書名 

保育資料500号のあゆみ 保育資料500
号記念誌 
 

久遠．研究論文集―早稲田大学仏教青年
会々誌― 

財団法人東京大学仏教青年会創立九十周
年記念誌 

仏教植民地布教史資料集成 編集復刻版
〈朝鮮編〉全７巻 

仏教植民地布教史資料集成 編集復刻版
〈台湾編〉全６巻 

汎太平洋仏教青年会大会関係資料（龍谷

出版社 

浄土真宗本
願寺派保育
連盟 

早稲田大学
仏教青年会 

東京大学仏
教青年会 

三人社 
 

三人社 
 

不二出版 

発行年 

2000 
 
 

2010 
 

2010 
 

2013 
 

2016 
 

2016 



（37）

仏教および真宗の人間像・人間観に関する基礎的研究

 
 
 

中西直樹 他（編） 
 
 
 

中西直樹 野世英水 大澤
広嗣（監修） 

中西直樹 他（編） 
 
 
 

寺川智祐（編）

大学アジア仏教文化研究叢書１ 編集復
刻版 資料集・戦時下「日本仏教」の国
際交流 第１期 第１～２巻） 

南方仏教圏との交流（龍谷大学アジア仏
教文化研究叢書２ 編集復刻版 資料集・
戦時下「日本仏教」の国際交流 第２期
第３～５巻） 

仏教植民地布教史資料集成 編集復刻版
〈満州・諸地域編〉全８巻 

全日本仏教青年会連盟機関誌『青年仏
徒』（龍谷大学アジア仏教文化研究叢書
５ 編集復刻版 資料集・戦時下「日本仏
教」の国際交流 第４期 第８～９巻） 

広島大学仏教青年会110年の歩み―近代
日本精神史の記録―

 
 
 

不二出版 
 
 
 

三人社 
 

不二出版 
 
 
 

方丈堂出版

 
 
 

2016 
 
 
 

2016
～17 

2018 
 
 
 

2020

《仏教青年（論文）》

著者 

中西直樹 
 

渡辺章悟 

吉永進一 
 

大谷栄一 
 
 
 

中西直樹 
 

太田宗志 
 
 

三浦周 
 
 

中西直樹 

論文名 

明治前期の仏教少年教会 
 

明治の仏教と仏教青年会運動 

〈清沢満之研究会〉明治の仏教
青年―新しい仏教運動への道― 

妹尾義郎と新興仏教青年同盟の
反戦・平和運動 
 
 

近代仏教青年会の興起とその実
情 

團藤重光と東京帝国大学仏教青
年会―関係史料の紹介と仮目録
― 

近代における仏教青年会運動の
射程―〈青年〉および〈新仏教〉
概念― 

明治・大正期東京の青年仏教者

頁 

37-50 
 

76-109 

102-128 
 

73-104 
 
 
 

123-160 
 

131-137 
 
 

327-356 
 
 

3-39 

発行年 

1994 
 

2010 

2013 
 

2015 
 
 
 

2017 
 

2018 
 
 

2019 
 
 

2020 

掲載誌・巻号 

研究紀要（京都女子大学
宗教・文化研究所）７ 

仏教文化49 

現代と親鸞26 
 

アジアの社会参加仏教―
政教関係の視座から―
（現代宗教文化研究叢書
005） 

令知会と明治仏教（龍谷
叢書41） 

龍谷大学社会科学研究年
報48 
 

仏教文化学会紀要27 
 
 

仏教文化研究論集20 



（小結） 
これまでの仏教・真宗関係の「婦人」・「女性」・「青年」・「少年」「少女」に関す
る研究の蓄積によって、従来、十分に顧みられることの少なかった教化団体の位置
づけや、制度・教育・教化実践の実態が、具体的に明らかにされつつある。 
今後は、こうした成果の内実をもとに、「「戦後問題」検討委員会答申」が「教団
の今日的課題」の一つとして掲げた、仏教婦人会・仏教青年会などの活動内容の実
態把握や、そこで形成された「国体」の護持・奉公を尊ぶ「画一的な人間像」が、
敗戦後においても継承されているのか否かの検証、さらには、現代の平和と人権に
関わる多様な女性・青年・少年少女の課題について関係機関が協議を深めていくた
めの基盤を整えていくことも可能となってくるのではないかと考えられる。 
その意味において、本節で収集・整理した研究資料は、これまで蓄積されてきた
研究成果の内実を一つひとつ確認・共有していくための重要な土台として位置づけ
られるだろう。 
 
 

浄土真宗総合研究 19 

（38）

 
 

野世英水

―徳風会から東京大学仏教青年
会へ― 

日中戦争下における日・「満」
仏教者の交流―第二回汎太平洋
仏教青年会大会への参加をめぐ
って―

 
 

63-100

 
 

2024

 
 

仏教史研究62

《仏教少年・少女（書籍）》

著者・編者 

浄土真宗本願寺派少年連盟日曜
学校沿革史編纂委員会（編）

書名 

日曜学校沿革史―本願寺派少年
教化の歩み―

出版社 

浄土真宗本願
寺派少年連盟

発行年 

2008

《仏教少年・少女（論文）》

著者 

中西直樹

論文名 

近代仏教少年教会の興起とその
実情 

頁 

161-193

発行年 

2017

掲載誌・巻号 

令知会と明治仏教（龍谷
叢書41）



２．仏教および真宗の人間観に関する研究 

２．１．仏教および真宗の人間観に関する学術雑誌・論文集の発刊 
仏教および真宗の人間観に関する研究は、これまで継続的に行われており、「人

間観」を主題とする学術雑誌や論文集などを通して、多様な成果が蓄積されてき
た。 
たとえば、1960年代には、日本仏教学会において「仏教の人間観」という課題

が設定され、学会誌『日本仏教学会年報』第33号（1968年）には、初期仏教や大
乗仏教の人間観をはじめ、中国の懐感や臨済義玄、日本の聖徳太子・最澄・空海・
源信・瑩山紹瑾・法然・親鸞・証空・日蓮など、東アジアの学僧の人間観について
論じた計23本の論文が掲載されている。 
また、続く1970年代には、三枝充悳・中村元・長尾雅人（編）『講座仏教思想』

第４巻（理想社、1975年）において「人間論　心理学」というテーマが掲げられ、
仏教の人間観に関する論攷として、中村元「仏教における人間論」、塩入良道「シ
ナ仏教における人間論」、結城令聞「浄土教の人間論」、柳田聖山「禅における人間
論の形成」など、インド・中国・日本における仏教の人間観に関する論攷４編が収
録されている。また、1977年～81年にかけて刊行された『講座親鸞の思想』シリ
ーズ（教育新潮社、全10巻）では、第１巻「親鸞の思想からみた人間と宗教」
（1977年）、第３巻「如来（アミダ）の救いとその対象」（1980年）、第４巻「如来
（アミダ）に救われた人間」（1977年）などにおいて、真宗の人間観が多角的に論
じられている。 
さらに1980年代には、インド・中国・日本の仏教における人間観の特質を明ら

かにすることを企図した前田専学（編）『東洋における人間観―インド思想と仏教
を中心として―』（東京大学出版会、1987年）が刊行され、1990年代には、東北
大学印度学講座創設六十五周年を記念して編まれた『インド思想における人間観―
東北大学印度学講座六十五周年記念論集―』（平楽寺書店、1991年）が出版されて
いる。 
2000年代に入ると、大正大学綜合仏教研究所の仏教的人間学研究会から『仏教

の人間観』（大正大学綜合仏教研究所叢書17、北樹出版、2007年）が刊行され、
西洋哲学において人間の理性を中心に展開されてきた「人間学」に「仏教的」視点
を融合させた「仏教的人間学」（ダンマに基づいた最上の理性の追求）という視座
が提示された。さらに2010年代には、日本仏教学会において再び「人間」を主題

（39）

仏教および真宗の人間像・人間観に関する基礎的研究



とするテーマが２年続けて設定され、『日本仏教学会年報』第82号（2017年）で
は、「人間とは何か―人間定義の新次元へ（一）―仏教における『人間』定義の諸
相―」が、同第83号（2018年）では、「人間とは何か―人間定義の新次元へ（二）
―仏教から見る『人間』定義の新次元―」がそれぞれテーマとして掲げられてい
る。 
 
２．２．仏教の人間観に関する研究 
ここでは、戦後50（1995）年以降の仏教の人間観に関する主要な研究を取り上
げ、その内容について概観する。 
 
　①武邑尚邦「〈真宗連合学会第44回大会記念講演〉仏教の人間観―衆生論考―」
（『真宗研究』42、1998年） 

　②安藤光慈・小堀聡・師茂樹・松尾宣昭「〈龍谷教学会議第53回大会シンポジウ
ム〉人間とはなにか―科学者と仏教者の対話を通して―」（『龍谷教学』53、
2018年） 

　③平岡聡「〈第30回真宗教学学会講演〉仏教の人間観―〈いのち〉から考える
―」（『真宗教学研究』44、2023年） 
 
①は、真宗連合学会第44回大会の武邑尚邦氏による記念講演「仏教の人間観―
衆生論考―」の講演録である。本講演では、個々の人間は自らの人生に責任をもっ
て生きるべきであるという「責任」を担いつつも、縁起を自覚することによって、
さまざまな縁によって生かされているという「感謝」の念をもって生きるべきであ
るという人間観が提示されている。またそれと同時に、その責任と感謝に根差す生
き方をつねに顧みながら、自身の生き方を問い直す「内省」に支えられた人間観を
形成していくことの重要性が論じられている。 
②は、龍谷教学会議第53回大会におけるシンポジウム「人間とはなにか―科学
者と仏教者の対話を通して―」の記録である。本シンポジウムでは、浄土真宗本願
寺派司教の安藤光慈氏の司会のもと、科学・仏教・浄土真宗の各立場から小堀聡
氏・師茂樹氏・松尾宣昭氏が登壇し、科学者と仏教者の対話を通して、「人間とは
なにか」という点について議論されている。このうち、師氏の発題「仏教教理から
見た人工知能と生命」では、仏教教理における生命の定義を手がかりに、人工知能
を有情（生命体）とみなしうるのか、また、生命体のように見える人工物があった
ときに、我々にそれが生命体かどうか判断できるのかという点について論じられて
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いる。なお、師氏はその後、「衆生としての人間―仏教における人間中心主義批判
的側面―」（『日本仏教学会年報』86、2022年）という論文を公表しており、ここ
では仏教の衆生観を踏まえて、人工知能や生命科学をめぐる議論で前提とされがち
な「人間中心主義」を問い直す視点が提示されている。 
③は、第30回真宗教学学会の平岡聡氏による講演「仏教の人間観―〈いのち〉

から考える―」の講演録である。本講演では、日本仏教の生命観に依拠しつつ、
「いのち」の範疇を人間に限らず動植物やモノにまで広げて捉え直し、人間による
「いのち」の軽視が顕在化する現代社会を前に、仏教者としてその現実を真摯に受
け止めながら、「いのち」という視点から人間自身の在り方を見つめ直すことの必
要性を論じている。 
 
２．３．真宗の人間観に関する研究 
ここでは、戦後50（1995）年以降の真宗の人間観に関する主要な研究を取り上

げ、その内容について概観する。 
 

　④宇野順治 他「〈宗学院共同研究〉浄土真宗の人間観」（『宗学院論集』74、
2002年） 

　⑤普賢晃壽「〈真宗連合学会第56回大会記念講演〉真宗者の人間像―教学背景を
中心として―」（『真宗研究』54、2010年） 

　⑥内藤知康「〈龍谷教学会議第53回大会記念講演〉浄土真宗の人間観」（『龍谷教
学』53、2018年） 
 
④は、1998（平成10）年から2000（平成12）年にかけて進められた浄土真宗

本願寺派宗学院の共同研究「浄土真宗の人間観」の成果物である。まえがきによれ
ば、この共同研究は、宗学院に所属する約30名の研究生・研究員が三班に分かれ
て「性得の機」「受法の機」「所被の機」など、「機」を問題としたテーマを掲げ、
さらに各班の中で新たな問題を分担・発表して討議したものであるとされる。ここ
では、具体的なテーマとして、「差別問題と業論―性得の機―」「生命観と仏性論―
受法の機―」「現代人と悪人正機〈悪人正機の現代的意義〉―所被の機―」などが
掲げられている。 
⑤は、真宗連合学会第56回大会の普賢晃壽氏による記念講演「真宗者の人間像

―教学背景を中心として―」の講演録である。本講演では、親鸞が「真仏弟子」
「難化の三機」として示した真宗者の人間像の教学背景に焦点を当て、明恵による
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法然批判や、最澄・徳一の三一権実論争が比叡山に及ぼした影響など、当時の鎌倉
旧仏教の動向との関係からその意義について論じられている。 
⑥は、龍谷教学会議第53回大会の内藤知康氏による記念講演「浄土真宗の人間
観」の講演録である。本講演では、「成仏道を歩む者として人間をどのように見て
いくのか」という点を浄土真宗の人間観の基本に据えた上で、「成仏道を歩む者と
しての人間」には、迷いから悟りへ進むのに役立つ能力は何一つ持っていない存在
（罪悪深重・地獄一定の人間）としての側面と、阿弥陀仏のはたらきによって成仏
が決定した存在（正定聚・弥勒と同じ・諸仏と等し）としての側面とがあることが
論じられている。さらに本講演では、「成仏道を歩む者」は日常生活をどのように
営むべきかという問題についても言及されている。なお、龍谷大学の真宗学科で開
講された「真宗学概論」の講義を基礎として編まれた「基礎から学ぶ浄土真宗」シ
リーズ（全３巻）の第１巻『阿弥陀仏と浄土―親鸞が歩んだ道―』（法藏館、2023
年）の第６章「阿弥陀仏に救われる人間―親鸞の人間観―」や、第２巻『信心と利
益―救いのよろこび―』（法藏館、2024年）の第３章「救われがたき者の救い」、
第６章「念仏者の生活」などにも、親鸞の人間観に関する内容が論じられている。 
以下、戦後50（1995）年以降の仏教および真宗の人間観に関する研究書籍・論
文の目録を掲載する。 
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（小結） 
以上の整理から、仏教および真宗の人間観に関する研究は、戦後を通じて継続的
に蓄積され、近年は学術雑誌・論文集における特集や共同研究の成果として公表さ
れてきたことが確認できる。とりわけ、1960年代に日本仏教学会が「仏教の人間
観」というテーマを設定して以来、インド・中国・日本の横断的な概観が進めら
れ、2000年代以降は「仏教的人間学」といった枠組みも提示されるなど、人間理
解をめぐる議論は多面的に深化してきた。 
本節で収集・整理した研究資料は、こうした研究史の見通しを与えるとともに、
主要な論点の把握を可能にし、今後の検討を進めるための重要な基盤となるだろ
う。とりわけ、縁起の自覚にもとづく責任・感謝・内省を軸に人間の生き方を捉え
直す視点や「人間中心主義」を前提とする発想そのものを問い返す視点、あるいは
「いのち」という視点から人間自身の在り方を考え直す視点、さらには「成仏道を
歩む者」として念仏者が日常生活をいかに営むべきかという実践的課題は、本研究
の冒頭に掲げた平和貢献策④「人間像の点検～互いの〈いのち〉を尊重し、支え合
う～」が掲げる「仏教や真宗の教えに基づいて人間とは何者であるかを理解し、と
もに「いのち」を尊重できる社会を実現する」という目標に取り組む上で、有効な
てがかりを与えるものといえよう。 
今後は、こうした研究成果を踏まえつつ、互いの「いのち」を尊重することので
きる社会の実現に向け、仏教および真宗の人間観がいかなる視座を提示しうるのか
を、資料に基づき継続的に検討していくことが求められる。
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